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【 議 決 年 月 日 】 令 和 3 年 12 月 14 日 
【 提 出 先 】 衆 議院 議長 参議 院 議長 内 閣 総理 大 臣 法務 大 臣 
【 件 名 】 再 審 制 度 の 速やか な 改正 を 求め る 意見 書 
再審 は 、 誤 っ て 有罪 と され た えん 罪 被害 者 を 救済 する こと を 目的 と し た 制度 で あり 、 え 
ん 罪 被 害 者 は 速やか に 救済 さも れ な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 現 行 の 再審 制度 は 、 再 審 請 求 
手続 に お ける 全面 的 な 証拠 開示 が 制度 化 さ れ て いな いこ と や 、 再 審 開 始 決定 に に 対す る 検索 
官 の 不服 申立 て が 認め られ て いる こと に よっ て 、 再 審決 定 が 長期 化す る な ど 、 制 度 的 に 
審 が 保障 され る 仕組 み に な っ て いな い 。 
再審 開始 決定 を 得 た 事件 の 多く で は 、 開 示さ れ た 証拠 が 再審 開始 の 判断 に 影響 を 及ぼ し 
て お り 、 再 審 請 求 手続 に お ける 証拠 開示 の 制度 化 の 重要 性 は 明らか で ある が 、 証 拠 開示 に 
係る 明文 の 規定 が 存在 せ ず 、 裁 判 所 の 裁量 に 委ね られ て いる 。 平成 28 年 に 改正 され た 刑 
訴訟 法 の 附則 に お いて 、 政 府 は この 法律 の 公布 後 、 必 要 に 応じ 速やか に 再審 請求 容 に お け 
る 証拠 の 開示 に つい て 検討 を 行う 旨 が 定め られ て お り 、 証 拠 開示 の 制度 化 を 早急 に 行う こ 
と が 求め られ る 。 
また 、 検 祭 官 が 再審 開始 決定 に 不服 が ある 場合 は 、 再 審 公 判 に お いて その よう な 主張 を 
行う 機会 が 保障 され て いる も の で ある か ら 、 再 審 請 求 手 続 の 長期 化 を 招く 、 再 審 開 始 決定 
に 対す る 検 宗 官 に よる 不服 申立 て は 行え な いよ うに すべ き で ある 。 
よっ て 、 国 に お いて は 、 え ん 人 罪 被害 者 を 一 刻 も 早く 救済 する た め 、 次 の 
刑事 訴訟 法 を 速やか に 改正 する よう 強く 要望 する 。 
1 再審 請求 手続 に お ける 全面 的 な 証拠 開示 を 制度 化す る こと 。 
2 再審 開始 決定 に 対す る 検索 官 の 不服 申立 て が で き な い 制度 に 改正 する こと 。 
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項 に つい て 、 
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以上 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に 基づき 意見 書 を 提出 する 。 
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北 上 市 | 【 議 決 年 月 日 】 令 和 3 年 12 月 17 日 
【 提 出 先 】 衆議院 議長 参議 院 議長 内 閣 総理 大 臣 総務 大 臣 法務 大 臣 
内 閣府 特命 担当 大 臣 (男女 共同 参画 ) 
【 件 名 】 選択 的 夫婦 別姓 制度 に つい て 法制 化 を 求め る 意見 書 


























現行 の 民法 で は 、 婚 燥 時 に 男女 どちら か が 一 方 の 姓 に 変更 し な けれ ば な ら ず 、 同 姓 、 別 
姓 を 選択 する 自由 は あり ませ ん 。 本来 ど ちら の 姓 を 選択 し て も 良い に も か か わら ず 、 実 際 
に は 9 割 以 上 の 女性 が 夫 の 姓 に 変更 し て お り 、 男 女 平等 の 観点 か ら も 問題 視 さ れ て いま す 。 
また 、 結 婚 に 際 し て 夫婦 同姓 を 法律 で 強制 し て いる 国 は 、 世 界 で 日 本 だ け で す 。 

こう し た 現状 を 人 権 問題 と 捉え 、 国 際 連 合 の 女性 差別 撤廃 要員 会 は 、3 度 に わた り 日 
本 政府 に 是正 勧告 を 行っ て いま す 。 

に も か か わら ず 、1996 年 に 法制 審議 会 が 選択 的 夫婦 別姓 の 導入 を 答申 し て か ら す で に 四 
半 世 紀 を 迎え ます が 、 国 会 で の 議論 は 進ん で いま せん 。 
一 方 、 不 利益 を 訴え る 訴訟 が 続い て いま す 。 今 年 の 6 月 、 最 高裁 判 所 は 夫婦 別姓 を 訟 
な い 規 定 は 「 合 憲 」 と 判断 。 同時 に 制度 の 導入 は 、 国民 の 意識 の 変化 が 着 し いこ と か ら 「 司 
法 」 の 間 題 で は な く 、 国 会 に よる 「 立 法 」 で 解決 すべ き 問 題 で ある と 2015 年 12 月 の 判決 
を 踏 苗 し まし た 。 し か し 、2015 年 の 判決 で は 全 裁 判官 15 人 の うち 合憲 が 10 人 、 違 憲 が 5 
人 。 今年 の 判決 で は 11 人 が 合憲 、4 人 が 違憲 と 大 法廷 内 で も 意見 が 分 か れ て いる こと が う 

か が えま す 。 

多く の 国民 が 切実 な 思い で 法 改正 を 待ち 望ん で いる 中 、 第 5 次 男女 共同 参画 基本 計画 で 
は 、「 選 択 的 夫婦 別姓 」 の 文言 が 削除 され 、「 旧 姓 使 用 」 の 拡大 方 針 が 示さ れ ま し た 。 し か 
し 、 住 民 票 や マイ ナン バー カー ド で は 認め られ て も 、 法 的 行為 、 海 外 渡航 、 癌 記 、 投 資 、 
保険 、 納 税 、 資 格 、 論 文 を 連続 的 に 出す 場合 な ど に お いて 、 法 的 根拠 の な い 上 旧姓 は 使用 不 
可 と な る 場合 が 多く 、 夫 婦 別 姓 に 取っ て 代わ る も の で は あり ませ ん 。 

また 、 近 年 は 初婚 年 齢 が 上 昇 し 、 男 女 と も に 生ま れ 育 っ た 氏名 で 信用 、 実 績 、 資 産 等 を 
築い た 時 期 に 結婚 する ケー ス が 多く 、 改 姓 に 必要 な 手続 は 類 雑 さ を 増 し 、 戸 籍 通り の 姓 で 
キャ リア を 継続 し た い 、 男 女 対 等 で や り た いと 望む が ゆえ に 事実 婚 を 選択 せ ざ る を 得 な い 
夫婦 が 少な く な いと み ら れ ます 。 別姓 で 結婚 し た く て も で き な い 、 さ ら に 事実 婚 で は 子 ど 
も の 婚 外 子 問題 、 相 続 、 契 約 、 税 金 の 優遇 な ど 様 々 な 公 的 サー ビス が 受け られ な いな ど 二 
重 の 不利 益 が 生じ ます 。 

2018 年 の 世論 調査 で は 、 選 択 的 夫婦 別姓 制度 の 導入 に 賛成 ・ 容 認 と 答え た 国民 は 67% で 、 
反対 の 29% を 大 きく 上 回 り 、 特 に も 30 代 で は 84.4% が 震 成 し 、 若 い 世 代 ほ ど 理 解 を 示し 
て いま す 。 別姓 が 選べ な く て 結婚 で き な か っ た 20 代 の 男性 が 2.49% も いた と いう 調査 結果 
は 、 男 性 に と っ て も 切実 な 問題 で や る こと を 物語 っ て いま す 。 

選択 的 夫婦 別姓 制度 は 「 選 択 的 」 と いう 言葉 の 示す 通り 、 家 族 で 同じ 姓 の 方 が 一 体感 が 
深まる と 同姓 を 希望 する カッ プル 、 別 姓 を 望 ヵ や カッ プル それ ぞ れ に 対し 、 選 択 の 自由 と 多 
様 性 を 認め る 制度 で あり ます 。 女 性 ・ 男 性 どちら も 改姓 に よる 不利 益 を 被る 事 な く 、 老 後 
も 法 的 な 家族 と し て 支え 合え る 誰 も が 生き や すい 社会 を 実現 する た め に 速やか に 民法 を 改 
正 し 、 選 択 的 夫婦 別姓 制度 を 法制 化す る こと を 求め ます 。 
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以上 、 地 方 自治 法 第 9 9 条 の 規定 に 基づき 意見 書 を 提出 し ます 。 
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